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【要旨】 

シナプス伝達の基本特性はイカの巨大シナプスや神経筋標本などによって、1990 年代以降では哺乳類中枢
シナプスを標本として明らかにされつつある。私たちは、げっ歯類聴覚系脳幹にある calyx of Heldとよばれ
る大型シナプスにおいて、シナプス前後部同時記録を用い、シナプスの入出力関係から神経伝達物質放出のメ

カニズムを明らかにすることを試みてきた。ここで得られた知見が中枢シナプス一般にあてはまるのか、つま

り、すべてのシナプス前終末が同じような伝達物質放出メカニズムを持つのか、異なるとすればどこがどのよ

うに違い、結果としてどのような機能的多様性ができるのかはわかっていない。そこで、シナプス前後部から

同時記録可能ないくつかの標本（海馬苔状線維-CA3シナプスなど）を比較している。また同じシナプスでも、
シナプス前細胞の発火パターンによってシナプス伝達強度は短期・長期の可塑的変化を示すが、そのうちシナ

プス前性の可塑性に関して、伝達物質放出機構のどこがどのように変わるかを調べている。将来的にはシナプ

ス間の機能的多様性、シナプス内の可塑性をなるべく簡単かつ統一して説明できるシナプス一般モデルを作る

のが目標である。さらに、シナプス伝達メカニズムを電気生理学で調べていてもシナプス内部で何が起こって

いるかはわかりにくいため、全反射蛍光顕微鏡を用いてシナプス小胞などの動きを観察し、伝達物質放出メカ

ニズムをより直接明らかにすることを試みている。 
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